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芽をつけた年では，2月下旬にもピークが現われていま

す．飛散開始時期については，患者の発生時期を予測す

る上で，耳鼻科医にとって関心が高く，いろいろと検討

されています．1月1日から気温や最高気温の積算値を

用いて予測している所もあります．私達の所では，東邦

大学薬学部の佐橋紀男氏らと協同研究で，気象鉄塔を用

いて，花粉の鉛直方向への輸送過程や花粉の測定法の検

討，測器間の比較測定など行ってきましたが，それらに

ついては次の機会に御紹介したいと思います．

　6．あとがき

　50年代の花粉量の増加，特に57年の大量の花粉によっ

て花粉症の花粉への関心が高まってきましたが，この花

粉量の増加が一時期な現象なのか，60年代も同じように

続くのか，また，その原因が異常な気象によるものか，

人為的な杉林の無整備，放置による杉花粉源の増大によ

るものかなどについて，測定値に信頼のある習志野の資

料に基いて検討し，推論できる2，3の事柄を御紹介し

ました．花粉資料は1年に1試料の積み重ねで得られる

資料のため，十分な試料数を得るためには多くの歳月を

必要とします．不充分な試料数での解析が果たして正し

い結果であるかどうかは今後の調査を待つしかありませ

ん．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　最後に，この調査のきっかけを作っていただいた元気

象研究所応用気象研究部長村山信彦氏，第3研究室長藤

井幸雄氏，第3研究室研究官木藤煕子氏に深く感謝いた

します．また，貴重な資料の提供，御指導，御助言をい

ただいた東邦大学佐橋紀男氏に心から御礼申上げます．
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